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Case: 69歳、男性

主訴: 左背部痛
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現病歴: 朝よりやや調子が悪かったが、食事など普通

の生活をしていた。 夕方食欲なく、|恒吐が1回あった。

その頃より左背部痛を訴えるようになり、増強してくる

ため来院した。

既往歴: 特になし。

現 症: 意識清明。 血圧203/118。 貧血、黄痘なし。

左肺の呼吸音が弱い。 腹部は平坦、軟。

検査所見: WBC 9800 以外異常なし。

胸部X線写真: 巨人位にて、左胸水と気胸を認める。 左

肺に容積減少があり、縦隔陰影は右偏している (図1a) 。

座位にて、左気胸が明瞭である (図1b ) 。
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C T: 大動脈弓のレベルで、左に胸水と気胸を認める

(図2a) 。 食道の後ろに空気 (矢印) が認められる(図2b) 。

横隔膜より少し上のレベルで、やはり左に胸水と気胸

を認める。 胸水の中に食道胃内容物と思われるもの

(矢印) が認められる(図3a) 。 縦隔内には食道内では

ないと思われる空気 (矢印) が認められる(図3b) 。 食道

破裂と診断できる。

内視鏡: 食道下端左壁に1cmの裂創を認めた。

経 過: 左胸腔ドレーンより、食物残撞を多量に排出

した。 手術行わず、保存的に治療する。 感染にて、発

熱、循環動態不安定となり、左胸腔ドレーン2本、左縦

隔ドレーン 1本のドレナージを行った。 入院75 日目の

内視鏡にて、食道下部裂創部はscarとなり、完治して

いた。 入院79 日目に退院となった。

Diagnosis: 特発性食道破裂 CBoerhaave 症候群 )

spontaneous rupture of the esophagus 

CBoerhaave syndrome) 

Comments: 特発性食道破裂 CBoerhaave 症候群) は
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強い幅吐なとεの急激な腹圧上昇によって突発的に起

こる。 通常下部食道で横隔膜の直上部の左側壁に多発

する。 縦隔胸膜も同時に裂け、胸膜腔内に炎症、胸水、

気胸をきたすことが多い(1)0 CTで、食道の周辺にみら

れる空気、胸腔内の食道胃内容物、気胸が食道破裂の

診断根拠である。 本疾患は早期診断と早急な外科治療

が必要とされる。 早期の適切な処置として胸腔ドレナー

ジが有効である(2) 。

Conclusion : CTが診断に有用で、あった特発性食道破

裂 CBoerhaave 症候群)の1例について、 CT像を中心

に報告した。
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